
授業を行いながら、T2の先生と考えていること 
 

日田市立高瀬小学校 岩﨑 敬 
 

 大分県の体育専科教員配置校には、「原則として体育専科教員と学級担任による TT 指導を行

うこと。」という縛りがあります。そこで私は、授業を行いながら T2 の先生とよく、授業観、

指導観について話しています。最近よく話すことを、二つ紹介します。 

 

 

私たちは子どもたちと違い、学んだこともあるし、授業もやったことがあります。そこの違い

を理解した上で、授業では、子どもの学びのプロセスを大事にしています。 

 

＜リレー：バトンパスにおける学びのプロセス例＞ 

 

課題との出会い                            わかった・できた 

 

 

 

 

 

 

                                  学んだ者の論理 

                                  学ぶ者の論理 

 

 

参考：平野朝久（1994）『はじめに子供ありき』東洋館出版社  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「学んだ者の論理」と「学ぶ者の論理」の違い 

教師の専門性は何かと考えると 
①授業を組み立てることの専門性 
②教材に関する知識の専門性 
           などがあります。 

教師は子どもに、つい教えがちになりがち

になりますが、いつも一方的に、運動のコツ

を教えるのではなく、子どもの学びのプロセ

スも大事にしています。 

どうしたらうまく回れるのかな？ 

けっこう、むずかしいなぁ。 

考える子どもたち 
（困りを大切にする） 

両手で     右手で受ける    左手で渡す    マークに来たら   同じスピードで 

取りにくい 
渡しにくい 

 両手で 片手で 
右側を走り抜ける 

タイムが縮まらない 
ハイと言ったらスタート 

同じスピード 



 

 

 

 

 

 

           伝達 

 

 

 

        体育だけでなく、鵜飼の鵜匠と鵜の関係のような授業は少なくありません。 

 

子どもたちが、体育の教材に没入するために、三角形の環境を準備しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②没入する学びへ誘う学習環境づくり 
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知識 

知識 

知識 

教師 
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共同注視 

共同責任 

学び超え 

対話 

対話 

対話 
誘い的指導 

伴走者的指導 

学習組織者的指導 

対話 

対話 

対話 

対話 

対話 

対話 

教師の見た対象世界を伝えるの
ではなく、子どもの見たもの感じ
たことも大切にしています。 

左図のように、対象世界に
対し、教師以上に没頭して
もらうことを願っています。 

石井英真（2022）『高等学校 真正の学び、授業の深み』学事出版 p.11,22 より引用 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちであれこれ考えを伝え合いながら、学びのプロセスを経て、授業者
以上に対象世界を味わっている子どもたち。 
走ることのなくなった私ですが、子どもたちは完全に「学び超え」しています。 
 

※T２の先生とは、このような授業展開をいつも考えています。 

没頭して、課題を見つけ出し、 

気づいたことを仲間に伝える。 

８秒間リレー：最後のレース。 

多くのチームが初めてゴールに間に合い、
単元を終了しました。 

やった—！ 

やったー！ よっしゃー！ 


